2007年11月26日

鬼木 俊次
本年度の調査の概要
課題
モンゴル国には広大な草原があり、国全体として牧草は不足していないと考えられるが、都市周辺や幹線道路周辺に多くの牧民が移住し、牧民が集中した地域では家畜の放牧圧が高くなっている。こうした状態が長く続けば、その地域の草地が退化する可能性がある。市場経済化後に国際貿易の拡大や国内需要の増加等によってモンゴル全体の家畜頭数が増加していることを考えれば、都市周辺への過度な集中は避けるのが望ましい。

　モンゴルの牧民の移住に関する全般的な情報を収集するため、ウランバートルおよびその周辺地域で予備的調査を行った。以下はその概要である。　

移住の形態

モンゴル国の牧民の広域的な移住には、干ばつなど気象災害の影響を回避するために行う一時的な移住と、移住元に戻るつもりのない恒久的な移住がある。Ulaanbaatarやその周辺にあるTov県の南部には一時的に移動してくる牧民が多い。干ばつを避けるために地域を転々とさまよう牧民や夏だけ避難してくる牧民もいる。彼らのほとんどは、いずれは自分のところに戻るつもりである。

Ulaanbaatarよりも北の地域には永住を希望する牧民が多い。都市に住む家族や親戚から遠くないところで放牧することを望む牧民や都市の市場にモノを売り買いするために来ている牧民がいる。こうした移民は都市周辺で草の状態の良い場所を選ぶ。
地方から都市部への動きだけでなく、都市とその周辺の間に双方向の動きがある。いったん都市へ入ったものの仕事の不安定さと生活費の高さに不満を持ち、都市周辺で再び牧民になる人もいる。
移住地域

モンゴル中部のTov県やUlaanbaatarの間で移動する人口が多いが、地方からの移住については、西部のUvs県やZavkhan県からの移住が比較的多い（表１）。移住先はUlaanbaatarが圧倒的に多い（表２）。Ulaanbaatarに移住する人の多くは牧民ではなく、都市の労働者や学生と考えられる。牧民の移住に関する統計資料はほとんどない。
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　　　表１　県別転出人口（人）
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　　　　　　　　表２　県別転入人口（人）
Tov県
　Tov県は首都Ulaanbaatarの周囲に広がる県である。人口は1997年に約11万5千人になったのが最高で、その後減少傾向にある。1990年の民主化後に地方都市で失業した人たちがUlaanbaatarへ移住したが、その影響で周辺のTov県にも多くの人が来た。最近はTov県からUlaanbaatarへ移住する人が多い。ここ数年は、南に隣接するDundgovi県は干ばつが続いているため、Tov県南部のソムに一時的に避難して来る人が多い。

表３は2005年のTov県の各ソムの総人口に対する2003年～06年の移民人口の比率を表している。移民人口の比率が比較的多いソムは、Bayandelgerソム、Erdeneソム、Bayanchandmaniソムである。Bayandelgerソムには南にあるDundgobi県から干ばつを避けるために多くの牧民が移住している。
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表３　Tov県各ソムの総人口に対する移民人口の比率（2003～2006年）
ErdeneソムにはUlaanbaatarからの舗装道路があり、車で１時間半ほどでUlaanbaatarに行くことが可能。舗装道路ができてから移住者が多くなってきた（副ソム長聞き取り）。このソムには約800名の学生を抱える専門学校があるため、ここに移住する人も多い。ソム政府は積極的に転入者を増やすため、移住に関する行政手続きを簡素化した。

Bayanchandmaniソムは農業が盛んな地域である。このソムへの転入者の移住元もこのソムからの転出先もUlaanbaatarが多く、Tov県の他のソムがそれに続く。1990年代にはモンゴル西部のUvs県やKhovd県からの移住者が多かったが、近年は減少している。

Altanbulagソムも比率で見れば比較的小さいが、実数でいえばかなり移民が多い。Altanbulagソムには、1990年代にはUvsなど西部から多く来ていたが、今は少なくなっている。転入者はTov県の他のソムやUlaanbaatarが多く、Tov県の南にあるDundgobi県が続く。転出先はほとんどがUlaanbaatarである。住民登録をせずに半年以上このソムの域内に滞在する人が毎年3000人以上いるが、そのほとんどは、干ばつの多い南のソムやDundgobi県から避難するために来ている人たちである。
Ulaanbaatar市Songinokhailkhan地区

この地区にはUlaanbaatarの中心地まで鉄道が通っていて、また牛乳の集荷をしている会社もあるため、牛乳の生産が盛ん。近年は人口が過密になってきたため、草地が退化している（地区長聞き取り）。当地区にはUlaanbaatar市内の他の地域から来る人が多い。転入者は家畜を持っている牧民ばかりでなく、失業者や退職者、農民もいる。モンゴル西部のGobi-Altai県やUvs県など来る牧民も多い。
Darkhan-Uul県
　Darkhan-Uul県は、モンゴル国の首都Ulaanbaatarから北へ約220kmの距離にある。UBまで舗装道路があり、交通の便は良い。Darkhanはモンゴル第３の人口を抱え、降水量が比較的多く、草地の状態も良いため、1990年代に多くの牧民が移住してきた。移住は1994年ごろから始まり、当時はモンゴル西部のUvs県から来る人が多かった。2000年ごろに雪害の被害があった西部地域（Zavkhan県、Gobi-Altai県、Bayankhongor県、Bayan-Olgii県）などから来るようになった。
民主化後に政府が把握している移住者の人口とその移住元の地域は、中部地域、山地地域、西部地域が多い。転出していく人の移住先はUlaanbaatarが圧倒的に多く、中部地域、山地地域、西部地域と続く。移住した牧民の多くが都市付近の草原か市街地の貧困地区の居住者となっていることが問題である。
県内の移動
Darkhan-Uul県の面積は小さいが、県境を越えて放牧することは厳しく取り締まっているため、ほとんどの牧民が県の領域の中で放牧している（県畜産局職員Oyunbilig）。近隣の大きなSelenge県やTov県に移住するほうが牧民にとって自然災害のリスクは少ない。

県内では自由に移動している。県内でもソム（郡）の境を越えて放牧してはならないことになっているが、実際は取り締まることはほとんどない。県の中心地にあるDarkhanソムに登録して、他のソムで家畜を放牧している人も多い。

県内でも放牧の偏りがある。県の中心地や幹線道路は県の西部にあり、県の東部の牧地にはそこから車で数時間かかる。そのため、最近は、東部の不便なところに住む牧民が減少し、西部の町の近くで放牧する人が増えて放牧圧が高まってきた。

県のほとんど唯一の牧畜ソムであるKhongorソムには３つのバグがあるが、約60％の人が県中心地に近い第1バグに住む（第1バグ長B.Gantogos聞き取り）。また、国道に近い第3バグでも家畜が増えているが、遠い第2バグでは牧民が減少している。

まとめ
移住の理由

今回の調査は少数の牧民に対する聞き取りであり、まだ仮説の段階に留まるが、主な移住の理由は以下のようなものであると考えられる。

（１）子供が都市部にある大学や専門学校に進学したり、都市部へ就職したりするときに、親も都市部の近くに来る例が多い。牧民の子供が高等教育を受けることを希望するのは、多くの場合、都市の勤労者の方がより良い生活ができると考えているからである。こうした場合、教育を受けた子供は都市部の居住者になり、親もいずれは都市部の子供に面倒を見てもらうことになることが多い。
（２）都市から遠い地域では家畜の肉や毛などの生産物を販売するルートが限られていて、また販売価格が都市付近と比べてかなり低いため、市場に近づく。遠隔地では市場との関わりがほとんどなく自給自足的な生活を送っている人も少なくない。こうした人たちは、都市付近にきて、必要なときに高い金額で畜産物を販売したいという強い意向を持っている。また、購入する消費財の価格は都市付近よりも高く、種類が圧倒的に少ない。これは、多くの生産物が都市で消費され、また消費財は都市から供給されているためである。面積の広いモンゴル国では、都市と地方の間の交通費は高い。市場経済へ移行してからは遠隔地が著しく不便になった。また、市場経済のもとでは教育や医療などの社会サービスにおいても現金支出が必要である。遠隔地の牧民の中には、このような経済的な理由のために都市の市場に近づく人が多い。ただし、最近、地方への交通が改善し、また携帯電話で地方にいる家族と連絡が取りやすくなったので、移住が減少していると考えられる。

移住の手続き

県を超えた移住は住民登録の移動が必要である。Darkhan-Uul県では以前は約半数以上の人が移住後に住民登録を変更していなかった。書類の不備のために移住元の住所まで４、５往復もしなければならないこともあり、遠くから来た牧民にとって住民登録の手続きハードルが高かった。移住元の政府も人口流出を懸念し、手続きを進めることに消極的である。しかし、住民登録なしでは、子供の養育補助などの公的社会サービスが受けられないという問題が生じたため、登録関係書類を簡素化し、県政府が書類の請求を仲介することによって未登録者が大幅に減少した。

移住者の特性
移住する牧民は、資産が中程度の人が多い（牧民聞き取り）。貧しい人は移住する費用が支払えないが、町の周辺には放牧する場所が限られているので、多くの家畜を持っている人はあまり移住することがない。

移住先の選択方法
移住する人はほとんどの場合、家族や親戚を頼って場所を選択している。例外的に、カザフ族のように同郷の人々のコミュニティを頼るケースもあるが、移住地選択の第一条件はそこにすでに自分の家族や親戚がいることである。

永住を希望して移住する理由は様々であるが、大きくわけて市場に近づくためと家族が離れて暮らしたくないという理由が多い。市場に近づくために移住したという牧民の場合、移住前には市場との関わりがほとんどなく自給自足的な生活を送っている人も少なくない。市場へのアクセスには県内でも地域差があり、たとえ同じ県であっても商人（仲買人）が全く買い付けに来ない村と頻繁に来る村がある。

移住者の自己評価

移住民の多くは、移住を高く評価しているようである。Tov県北部やDarkhanなどでは面積当たりの草の量が多いので、西部の石の多い山岳地域や乾燥したゴビ地域から来た人は労働の負担が少ないことにおおむね満足している。Darkhanでは近年草の状態が良く、牧民の人口も減少傾向にあるので、草地の状態は移住元よりも大きいようである。しかし、Ulaanbaatar周辺などでは草地面積当たりの牧民数が多いので、家畜を増やすことが難しいという人もいる。移住者の中には牧畜で所得を上げることに熱心な人は少ない。むしろ金銭的な価値以上に家族との結びつきや便利さというようなことに満足しているようである。
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